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わたしの夢、語ります

鈴木　颯
そうすけ

介　さん　美浜西小学校 6年 (日向)

　僕の夢は、数学科の大学教授になる

ことです。理由は、小さい頃から算数

が好きで、算数の授業を受ければ受け

るほど、算数のことを知れて楽しく

なっているからです。

　担任の先生は、授業をしている姿が

とても楽しそうで、どんな問題も楽し

いと思わせてくれます。僕は、今まで

よりも更に楽しく算数に取り組むこと

ができています。

　先生と一緒に問題を解いたおかげ

で、今では三平方の定理やハノイの塔

の法則等、小学校では習わない算数の

楽しさも見つけることができ、算数に対する興味や好きという気持ちが高まりました。

　今後も算数の楽しさを追及し、先生がまだ知らないような算数の面白さを研究して、みんなに広めたいです。
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算数の楽しさをみんなに

‐表紙の写真‐

　11月11日に行われた第4回

Mihama Ekiden Festivalで、

小学3・4年の部がスタートした

瞬間です。

　当日は、気温が低く秋らしい天

候となりましたが、参加した選手

たちは寒さに負けず、熱いレース

を繰り広げていました。

  2 わたしの夢、語ります／表紙の写真／目次

  4 美浜つながるフェスタ‐美浜町町制施行70周年記念‐

年末年始のごみ収集・持ち込みについて　他
16 情報BOX

23 ふるさと昔よもやま話140／文芸欄

12 美浜発電所の状況について

28 くらしのカレンダー

24 すこやか放送局

26 ハートフル広場
はじめてバースデー／町人さん／慶弔／人口の動き／広報クイズ　他

11 美浜町地域あいあいポイント事業
　　　　　　ポイント活動期間の変更について

美浜町と日本郵便株式会社が包括連携協定を締結 他

10 美浜町のニュース

  3 令和5年度町政功労表彰

町政功労表彰令和5年度

　11月3日に、町政功労表彰式が生涯学習センターなびあすで行われました。式典では、長年に

わたり町政の発展に貢献された5名の方に感謝と敬意を表し、表彰状が授与されました。

　今年度の被表彰者は次のとおりです。

[自治功労] 中
なかたに

谷 恒
つ ね お

雄 氏(河原市)�前列中央

● 美浜町選挙管理委員会 補充員
　　平成19年7月3日�～�平成27年7月2日(8年)

● 美浜町選挙管理委員会 職務代理者
　　平成27年7月3日～令和元年7月2日(4年)

● 美浜町選挙管理委員会 委員長
　　令和元年7月3日～令和5年7月2日(4年) [自治功労(消防)]平

ひ ら ぎ

城 鹿
しかつぐ

次氏(金山)�前列右

● 美浜消防団 副団長
　　平成29年4月1日～平成31年3月31日(2年)

● 美浜消防団 団長
　　平成31年4月1日～令和3年3月31日(2年)

　※表彰式には、ご遺族の土肥�智子�氏が出席されました。
氏(大阪府)�前列左

● 関西美浜会 会長
　　平成12年10月～令和4年7月(21年8月)

令和4年7月11日��逝去

[自治功労] (故) 田
た な べ

邉 正
まさよし

義

[自治功労(消防)]髙
た か ぎ

木 伊
い さ お

佐男 氏(新庄)�

● 美浜消防団 副団長
　　平成31年4月1日～令和3年3月31日(2年)

● 美浜消防団 団長
　　令和3年4月1日～令和5年3月31日(2年)

前列右から2人目

昔ながらの遊び・河童踊りを体験/ミス・アメリカがレイクセンターを視察 他
  8 まちウォッチング

22 美浜の環境シリーズ159

[自治功労]森
もりもと

本 克
かつゆき

行 氏(新庄)�

● 美浜町教育委員会 教育長
　　平成29年10月1日～令和5年9月30日(6年)

● 教職員
　　昭和56年4月1日～平成29年3月31日(36年)

● 校長
　　平成22年4月1日～平成29年3月31日(7年)

前列左から2人目
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第
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イ
ベ
ン
ト
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ナ
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ロ
ジ
ェ
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ト
×
北
陸
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線
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開
業
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念
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て
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う
！
～

第
1
弾

な
び
あ
す
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
３

文
化
交
流
祭

　10 月 28 日から 11 月 5 日にかけて、なびあすアートフェスタ
2023 文化交流祭がなびあすで開催されました。
　会場では、町民の皆さんによる作品展示や体験コーナー、ステー
ジ発表等が行われ、訪れた人たちは展示作品や発表等を鑑賞しなが
ら文化の秋を堪能していました。

①コーラスライン合同発表 ②東地区大正琴グループ ③トラ
ンペット☆ヒーローズのコンサート ④みはまこども倖太鼓 
⑤ NekoCute による子ども向けのクラフト体験 ⑥なびあす
子ども合唱団 ⑦ HONEY BEE キッズダンス部 ⑧山下藍梨
さん ( 美方高校 ) ⑨各種団体・サークルの展示 ⑩プルメリ
ア美浜 ⑪水辺観察会

　11 月 3 日と 4 日に、みはまシナプスプロジェクト×北陸新幹線
敦賀開業記念イベントがにぎわいゾーンで開催されました。
　会場では、B ‐ 1 グランプリの優勝団体による出展や子どもの
駄菓子屋、郷市商店街、キッチンカー、ミニトレイン乗車体験の他、
にぎわいゾーンを巡るスタンプラリー等が行われ、訪れた人たちは、
まち歩きを楽しみながらにぎわいゾーンの魅力を感じていました。

①にぎわいゾーン内に咲き誇るコスモス畑 ②富士宮やきそ
ば学会 ( 富士宮やきそば ) ③津ぎょうざ小学校 ( 津ぎょうざ ) 
④バルーンアート ⑤あかし玉子焼ひろめ隊 ( あかし玉子焼 ) 
⑥キッチンカー ⑦子どもによる駄菓子屋 ⑧来店者でにぎわ
う地元商店 ⑨北陸新幹線ミニトレイン乗車体験 ⑩出店者や
来場者でにぎわう会場

美浜つながるフェスタ ‐美浜町町制施行 70 周年記念‐

①

② ③ ④

⑤

⑥ ⑦ ⑧
⑨ ⑩

①

② ③ ④

⑤

⑥⑦
⑧⑨ ⑩⑪
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第
2
弾

は
ま
な
び
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
３

第
2
弾
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト

な
び
ゲ
ー
ラ
ン
ド

①ぷよぷよ e スポーツ ( ぷよぷよテトリス ) ②マージャン大
会 ③ボードゲーム体験 ④謎解き部屋 ⑤クラフトマーケッ
ト ⑥フリーマーケット ( 古着販売 ) ⑦ HADO MONSTER 
BATTLE ⑧ステージイベント (K'z_Heaven) ⑨ステージイ
ベント (JB スタジオ )

①地元の特産品や地域住民による出店ブース ②キッチンカー
ストリート ③野菜の販売 ④唐揚げを頬張る来場者 ⑤屋台村 
⑥ジュニア吹奏楽団 ⑦福井伝統工芸アイドルさくらいと ⑧ほ
くりくアイドル部 ⑨若狭ウインドアンサンブル ⑩世界中に管
楽器の魅力を伝える管楽器ガールズユニット MOS

11
月
11
日
と
12
日
に
、
な
び
ゲ
ー
ラ
ン
ド
が
な
び
あ
す
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
や
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
、
謎
解
き
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
ダ
ン
ス
・
バ
ン
ド
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
等
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
、

友
達
や
家
族
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

11
月
11
日
と
12
日
に
、
は
ま
な
び
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
３
が
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
び
あ
す
か
ら

道
の
駅
若
狭
美
浜
は
ま
び
よ
り
ま
で
の
に
ぎ
わ
い
ゾ
ー
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
地
元
の
特
産
品
の
販
売
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、
人
力
車
等
の
乗
車
体
験
、
ア
イ
ド
ル

等
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

11
日
の
夜
に
は
屋
台
村
が
開
催
さ
れ
、
お
で
ん
や
ラ
ー
メ
ン
等
を
楽
し
む
多
く
の
人
た
ち
で
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

美浜つながるフェスタ ‐美浜町町制施行 70 周年記念‐

①

② ③ ④

⑤

⑥

⑦ ⑧
⑨ ⑩

①

② ③ ④

⑤

⑥ ⑦ ⑧
⑨
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まちの話題をお知らせします
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↓ 土井山を目指し、こるぱを出発する参加者たち

　11 月 5 日に、美浜町ハートフルウォーク 2023 が
こるぱを発着として行われました。
　この催しは、町民の健康意識の向上と健康運動の普及
を目的に、南西郷公民館や町健康づくり推進協議会等が
開催したものです。
　参加者は、徳川家康ゆかりの地である土井山を目指し、
ウォーキングを楽しんでいました。

めざせ！家康ゆかりの地

美浜町ハートフルウォーク2023

↓電池推進遊覧船 ｢G
グ リ ー ブ

rebe｣ に乗船し、三方五湖の豊かな自然を
　満喫するグレース ･ スタンケさん ( 左 )

　11 月 1 日に、ミス・アメリカ 2023 に輝いたグレース・
スタンケさんが視察で美浜町を訪れました。
　スタンケさんは、廃止措置中の美浜 1 号機や 40 年を
超えて運転している美浜 3 号機、更には太陽光システム
を導入している美浜町レイクセンター等を視察しました。
　電池推進遊覧船に乗船したスタンケさんは、町のゼ
ロ・カーボンの取り組みを肌で感じていました。

ゼロ・カーボンの認識を高める

ミス・アメリカがレイクセンターを訪問

↓ 白ネギを販売する児童たち

　11 月 5 日と 12 日に、美浜中央小学校の 5 年生に
よる白ネギの販売がはまびよりで行われました。
　この取り組みは、ふるさと美浜元気プロジェクトの
一環で行われ、町内で農業を営むグランファーム㈱の
協力を得て自ら栽培した白ネギを販売しました。
　児童たちは、｢ おいしいネギはいかがですか ｣ と声
かけをして、消費者への接客を学んでいました。

ネギプロジェクト

美浜中央小5年生が白ネギを販売

↓仮装して参加した親子たち

10 月 31 日に、ちびっこハロウィンがはあとぴあで
行われました。
　この催しは、子どもたちにハロウィンの雰囲気を味
わってもらおうと子ども・子育てサポートセンターが企
画したものです。
　仮装して参加した親子たちは、帽子屋さんやおもちゃ
屋さん等のコーナー遊びを満喫していました。

Trick or Treat

ちびっこハロウィン

↓紙飛行機作りを教わる児童たち

↑河童踊りを教わる児童たち

↓レシピを教わる食生活改善推進員の皆さん

11 月 10 日に、簡単に秋冬野菜が取れる料理講習
会がはあとぴあで行われました。
　この講習会は、げんげん歩楽寿の取り組みの一環と
して、料理研究家の清水知美さんを講師に招いて行わ
れました。
　参加者たちは、秋冬の野菜をふんだんに使用したレ
シピや調理のコツを教わっていました。

旬の野菜を使ったレシピを伝授

料理講習会料理講習会

↓ 災害が起きた時の行動をカードゲーム形式で学ぶ園児たち

11 月 10 日に、幼年消防クラブ防火教室があおな
み保育園で開催されました。
　同教室は、園児たちに正しい消防の知識を身に付け
てもらおうと、美浜消防署が実施しているものです。
　園児たちは、避難訓練や消防車の乗車、防火服の着
装、防火紙芝居、カードゲーム等を通して、楽しみな
がら知識を深めていました。

押さない、走らない、喋らない

あおなみ保育園 防火教室あおなみ保育園 防火教室

昔ながらの遊び・河童踊りを体験昔ながらの遊び・河童踊りを体験
こんな遊び知らなかった！

　10 月 27 日に、美浜東小学校の 1、2 年生が昔ながらの
伝統的な遊びや河童踊りを体験しました。
　当日は、佐田伝統文化保存会のメンバーが講師として、児
童たちにさまざまな遊び等を教えました。
　児童たちは、講師の手ほどきを受けながら、どんぐりのこ
ま作りや紙飛行機作り、佐田伝統文化保存会が河童伝説をも
とに作成した河童踊り等を体験していました。
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美浜町のニュース

MIHAMA NEWS

■ お問い合わせ先
　町総務課(担当･山口)
　☎32‐6700美浜町と日本郵便株式会社が包括連携協定を締結

地域課題解決に向け連携

会
社
と
の
包
括
連
携
協
定
に
関
す

る
協
定
締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
町
と
日
本
郵
便

㈱
が
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
実

現
や
地
域
経
済
の
活
性
化
、
未
来

を
担
う
子
ど
も
の
育
成
等
、
5
項

目
で
連
携
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
締
結

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

町
と
日
本
郵
便
㈱
は
、
こ
れ

ま
で
地
域
の
見
守
り
活
動
や

災
害
発
生
時
に
お
け
る
相
互
協

定
等
の
項
目
に
つ
い
て
、
個
別

に
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
し
た

が
、
個
別
協
定
で
は
活
動
内
容

10

が
限
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今

回
包
括
協
定
を
締
結
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

包
括
協
定
の
締
結
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
よ
り
も
幅
広
い
分
野

で
連
携
し
て
課
題
解
決
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
町
民
の
皆
さ
ん

へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
地
域
の

活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

協
定
書
に
調
印
し
た
戸
嶋
町

長
は｢

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
お

力
添
え
を
い
た
だ
き
心
強
い｣

と

あ
い
さ
つ
し
、
美
浜
郵
便
局
の

木
野
局
長
は｢

町
民
の
皆
さ
ん
が

安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い｣

と
述
べ
て
い

ま
し
た
。

東京美浜会が総会を開催

ふるさと美浜が共通点

美浜町地域あいあいポイント事業
ポイント活動期間の変更について

　町では、高齢者の社会参加や健康づくり、生きがいづくりを応援する取

り組みとして ｢ 美浜町地域あいあいポイント事業 ｣ を行っています。

　地域あいあいポイント事業では、地域貢献活動や健康づくり活動に参加

することで、ポイントを貯めることができます。活動に参加して貯まった

ポイントは、交換申請期間中に申請することで、活動奨励品と交換するこ

とができます。

　ポイント手帳が、令和 6 年 1 月に切り替わることに伴い、令和 5 年度

のポイント活動の期間が次のとおり変更となります。

美浜町地域あいあいポイント事業

※お問い合わせ先　町健康福祉課地域包括支援センター(担当・植中)　☎32‐6704

◆活動の期間

貯まったポイントを次年度に繰り越すことはできません。必ず交換してください。

注意 ‼

【変更前】

　4月1日から令和6年3月31日

【変更後】

　4月1日から令和5年12月31日

◆交換申請の期間
令和5年分のポイントは、令和6年1月4日から31日の間で交換手続きをお願いします。

◆交換の方法
【手帳をお持ちの方】

　町健康福祉課にポイント交換申請書(※)をご提出ください。申請後、引換券がお手元に

届きましたら、町指定の活動奨励品引換店にて各自引換えをお願いします。
※申請書の様式は、健康福祉課窓口または町ホームページから取得できます。

【アプリをお持ちの方】

　アプリで交換手続きができます。申請期間中にアプリにて引換券の発行をお願いします。

町指定の活動奨励品引換店へ引換券画面を提示して交換をお願いします。また、手帳とアプ

リを併用している方は、別途手続きが必要なため町健康福祉課までお越しください。

◆団体更新の手続きについて
　令和6年1月以降も継続してポイント事業に参加するには、団体登

録更新手続きが必要となります。各団体の代表者は申請書に必要書

類を添え、町健康福祉課に提出してください。

　また、新規での団体登録も随時募集しています。ポイント事業の

詳細は、町健康福祉課まで問い合わせください。

【更新申請書提出期限】　令和5年12月28日(木)

月
27
日
に
、
町
役
場
で

美
浜
町
と
日
本
郵
便
株
式

↑協定書に調印する戸嶋町長 ( 左 ) と木野局長 ( 右 )

↑協定書に調印し、記念撮影をする出席者

■ お問い合わせ先
　・東京美浜会広報担当 ☎090‐9308‐7395
　・町まちづくり推進課(担当･山本) ☎32‐6701

今後は、1年間(1月1日から12月31日)でポイントを貯めていただく形式に変更となります。

総
会
並
び
に
懇
親
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

東
京
美
浜
会
は
、首
都
圏
に
在

住
の
美
浜
町
出
身
者
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、平
成
元
年
の
発
足
か
ら
、

今
年
で
35
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、初
め
に
松
下
会
長

が｢

会
員
の
高
齢
化
が
進
む
中
、今

年
は
新
た
に
3
人
が
会
員
に
な
っ

て
く
れ
た
。今
後
も
美
浜
町
と
東

京
美
浜
会
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い｣

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
西
村
副
町
長
が
町
の

近
況
と
し
て
、
4
月
に
電
池
推
進

遊
覧
船
が
完
成
し
、
美
浜
町
レ
イ

ク
セ
ン
タ
ー
が
開
業
し
た
こ
と

や
、
6
月
に
は
道
の
駅
若
狭
美
浜

は
ま
び
よ
り
が
開
業
し
た
こ
と
等

を
報
告
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
特
別
企
画
と
し

て
、
若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館
の

大
野
館
長
に
よ
る
講
演
や
町
の
魅

力
を
発
信
し
て
い
る｢R

o
u
te2
7

ち
ゃ
ん
ね
る｣

と
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
交
流

が
図
ら
れ
ま
し
た
。

10

　

東
京
美
浜
会
で
は
、首
都
圏
に

不
慣
れ
な
方
の
サ
ポ
ー
ト
や
故
郷

に
つ
い
て
語
り
た
い
が
チ
ャ
ン
ス

が
な
い
と
い
う
方
へ
の
機
会
提
供

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、美
浜
町
出
身
者
で
、首
都

圏
に
お
住
ま
い
の
方
を
対
象
に
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。ご
本
人
を

は
じ
め
、ご
親
戚
や
ご
友
人
が
お

ら
れ
ま
し
た
ら
、お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

月
21
日
に
、
東
京
都
内

で
第
35
回
東
京
美
浜
会

↑総会並び懇親会の出席者
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美浜発電所の状況について美浜発電所の状況について

美浜1号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜2号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜3号機 第27回定期検査中(令和5年10月25日～)

美
浜
発
電
所
3
号
機

　
　
　
　
　

第
27
回
定
期
検
査
実
施

　

美
浜
3
号
機
は
、
令
和
4
年
9
月
26
日

か
ら
本
格
運
転
を
開
始
し
て
い
ま
し
た

が
、
10
月
25
日
に
原
子
炉
を
停
止
し
、
定

期
検
査(

※)

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
定
期
検
査
で
は
、
燃
料
集
合

体
全
１
５
７
体
の
う
ち
57
体(

新
燃
料
48

体
、
再
使
用
燃
料
9
体)

を
交
換
す
る
予

定
で
あ
り
、
令
和
6
年
1
月
中
旬
に
原
子

炉
起
動
及
び
調
整
運
転
等
が
開
始
さ
れ
、

2
月
中
旬
か
ら
本
格
運
転
が
再
開
さ
れ
る

予
定
で
す
。

　

定
期
検
査
に
お
い
て
、
原
子
炉
本
体
や

原
子
炉
冷
却
系
統
設
備
、
放
射
線
管
理
設

備
等
の
点
検
が
実
施
さ
れ
る
他
、
主
要
工

事
と
し
て
、
余
熱
除
去
系
統
の
信
頼
性
向

上
の
観
点
か
ら｢

化
学
体
積
制
御
系
統
抽

出
水
オ
リ
フ
ィ
ス
取
替
工
事(
詳
細
は
13

頁)｣

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
設
備

の
保
全
対
策
と
し
て
、
2
次
系
配
管
肉
厚

の
管
理
指
針
に
基
づ
き｢

2
次
系
配
管
の

点
検
・
取
替(

詳
細
は
14
頁)｣

等
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
こ
の
主
要
工
事
や
設

備
の
保
全
対
策
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

※
原
子
力
発
電
所
で
は
、
原
子
炉
等
規
制
法
に
基
づ
き
、

設
備
を
安
全
な
状
態
に
保
ち
、
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防

止
し
て
安
定
し
た
運
転
を
続
け
る
た
め
、
定
期
的
に
発

電
を
停
止
し
、
検
査
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【第 27 回定期検査の作業工程】

◎化学体積制御系統 抽出水オリフィス取替工事

　米国の原子力規制委員会が米国原子力事業者に対し｢蒸気ボイ

ド(気泡)による余熱除去ポンプ機能喪失｣について通知したことを

受け、当該系統の信頼性向上の観点から余熱除去ポンプ機能喪失

事象の検証を実施しました。

　検証の結果、現運用では原子炉起動時の圧力調整運転において

余熱除去ポンプ機能喪失が生じる可能性があることが分かったた

め、新たに化学体積制御系統を用いた１次冷却材系統の圧力調整

が実施できるよう、抽出水オリフィスを口径の大きいものに取り替

えます。

　上記事象の進展により、燃料取替用水
タンクから水温の低い水が余熱除去ポン
プに送水され、余熱除去系統の圧力が低
下します。系統内の水が沸騰することで
ボイド(気泡)が発生し、ポンプが損傷する
可能性があります。
　そのため、上記事象が生じる温度に達
する前に、化学体積制御系等を用いた調
整運転へと切り替えできるよう、A抽出水
オリフィスの口径を大きいものへと取り
替え、圧力の調整が可能となるよう設備
を改修します。

【系統概要図】

【抽出水オリフィス概要図】

【原子炉起動時の 1 次冷却材の温度と圧力の推移】

圧力低下により沸騰する可能性のある温度に達する
前に、化学体積制御系統を用いた調整に切り替え。

余熱除去ポンプ機能喪失が生じる
おそれのあるケース

工程
工程

R5.10 月 R5.11 月 R5.12 月 R6.1 月 R6.2 月

① 1 次冷却材
　系統降温

②原子炉容器開放

③燃料取出

④ 1 次系ポンプ
　弁点検

⑤燃料装荷

⑥原子炉容器組立

⑦起動試験

⑧ 1 次冷却材系統
　漏えい検査

⑨起動前弁点検

⑩原子炉起動試験

⑪出力上昇試験

化学体積制御系統
抽出水オリフィス
取替工事

●解列
( 送電停止 )

●

並列 ( 送電開始 )
(1 月中旬予定 )

●

総合負荷性能検査
(2 月中旬予定 )

主要作業
その他作業

①原子炉起動中に１次冷却材が漏えい
②燃料取替用水タンクから注水を実施
③配管内の水が圧力低下により沸騰

進
展
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大野市への避難ルートと避難施設大野市への避難ルートと避難施設
　町では、万が一に備え、広域避難計画で地区毎の大野市の避難施設までの避難方法を次のとおり定めています。
　原子力災害が発生した場合は、町の原子力災害対策本部からケーブルテレビや戸別受信機（屋内放送）、屋外放
送スピーカー等、あらゆる広報媒体を使ってお知らせしますので、あらかじめ避難方法や経路を確認しておいて
ください。
※UPZ（発電所から半径おおむね5～30km圏内）における避難・一時移転指示は小学校区単位で出されます。

　なお、このルートは避難の基準（500μSv/h）により全町域が即時避難する場合を想定したもので、各区域（東
小学校区、中央小学校区、西小学校区）が避難先までの間に交差することなく出来る限りスムーズに避難できるよ
う勘案して設定しています。
　但し、自然災害等により道路が通行不能になった場合や、一時移転の基準（20μSv/h）により避難する場合は、
最も効率的な避難ルートを設定し、お知らせします。

15 16

小学校区 地区名 一時集合施設 避難ルート（※） 拠点避難所（避難車両の駐車場） 避難施設
施設名称 住　所 施設名称 住　所

美浜東
小学校

丹 　 生 丹生公民館 県道141号⇒県道33号⇒国道8号⇒
北陸自動車道（敦賀IC⇒福井IC）⇒国道158号 富田大橋河川敷 大野市中保

富田公民館 大野市上野42-6-1
竹 　 波 竹波原子力防災センター 大野市富田小学校 大野市上野42-3
菅 　 浜 農業構造改善センター・山東公民館菅浜分館 県道33号⇒国道27号⇒国道8号⇒北陸自動車道（敦賀IC⇒福井IC）⇒国道158号 大野市尚徳中学校 大野市土打45-9
け や き 台

美浜東小学校
県道118号⇒国道27号⇒
舞鶴若狭・北陸自動車道（若狭美浜IC⇒福井IC）⇒
国道158号

君が代橋河川敷 大野市菖蒲池 大野市エキサイト広場
総合体育施設 大野市桜塚町601

北 　 田
佐 　 田
美浜東「美し野」
ニュータウン
太 　 田

農村婦人の家
町道坂尻・太田線⇒国道27号⇒
舞鶴若狭・北陸自動車道（若狭美浜IC⇒福井IC）⇒
国道158号

君が代橋河川敷 大野市菖蒲池 大野市エキサイト広場
総合体育施設 大野市桜塚町601山 　 上

坂 尻

美浜中央
小学校

栄

美浜中央小学校

県道213号⇒国道27号⇒
国道8号⇒北陸自動車道（敦賀IC⇒福井IC）⇒国道158号

富田大橋河川敷 大野市中保 青少年教育センター 大野市中野57-6-1
南 　 市 大野市開成中学校 大野市新庄16-7
河 原 市 奥越ふれあい公園 大野市篠座70-46 大野市上庄小学校 大野市稲郷27-11和 　 田
小 　 倉

美浜中学校

富田大橋河川敷 大野市中保 学びの里めいりん 大野市城町9-1
木 　 野

奥越ふれあい公園 大野市篠座70-46

B&G海洋センター 大野市稲郷43-17-1佐 　 柿
麻 　 生
中 　 寺 大野市上庄中学校 大野市稲郷74-25宮 　 代
安 　 江

上庄公民館 大野市稲郷43-2五 十 谷
寄 　 戸
興 道 寺

保健福祉センター「はあとぴあ」 町道金安線・郷市線⇒国道27号⇒国道8号⇒
北陸自動車道（敦賀IC⇒福井北IC）⇒
中部縦貫自動車道（福井北IC⇒大野IC）⇒国道157号

奥越ふれあい公園 大野市篠座70-46

大野市小山小学校 大野市下舌9-1-1
佐 　 野

大野市上庄中学校 大野市稲郷74-25上 　 野
野 　 口
雲 　 谷
新 　 庄 耳公民館新庄分館 富田大橋河川敷 大野市中保 下庄公民館 大野市中野町3-1-16

美浜西
小学校

気 　 山
総合体育館

梅街道⇒町道坂尻・太田線⇒国道27号⇒
舞鶴若狭・北陸自動車道（若狭美浜IC⇒福井北IC）⇒
中部縦貫自動車道（福井北IC⇒大野IC）⇒国道157号

富田大橋河川敷 大野市中保 福井県立大野高等学校 大野市新庄10-28
大 　 藪
久 々 子
郷 　 市

美浜西小学校
松 　 原
久 　 保

君が代橋河川敷 大野市菖蒲池 大野市有終南小学校 大野市春日2-8-30矢 　 筈
金 　 山
日 　 向

北西郷公民館
レインボーライン料金所前⇒梅街道⇒国道27号⇒
舞鶴若狭・北陸自動車道（若狭三方IC⇒福井北IC）⇒
中部縦貫自動車道（福井北IC⇒大野IC）⇒国道157号

富田大橋河川敷 大野市中保
福井県立大野高等学校 大野市新庄10-28

早 　 瀬 大野市有終東小学校 大野市美里町901笹 　 田
※UPZ（3ページ参照）の避難では、災害発生時に「スクリーニング・除染場所候補地（10ページ参照）」
　の中から選定された会場を通過する必要がありますので、併せて確認しておいてください。

大野市への避難ルートと避難施設

◎ 2 次系配管の点検

　関西電力㈱が定めた｢2次系配管肉厚の管理指針｣に基づき、1,532箇所の配管の超音波検査(肉厚測定)を

実施します。併せて、高圧排気管の直管部32箇所について、配管内面から目視点検を実施し、配管内面に減肉

が認められれば、追加で超音波検査を実施します。

【2 次系配管肉厚の管理指針に基づく超音波検査箇所】

｢2 次系配管肉厚の管理
指針 ｣ の点検対象部位 今回点検実施部位

主要点検部位
( エルボ部、T 字配管等 )

1,532 654

主要点検部位以外 1,015 67

合計 2,547 721
↑配管の肉厚測定

◎ 2 次系配管の取替

過去の点検において減肉傾向が確認された部位12箇所、配管取替時の作業性を勘案した部位41箇所、今

後の保守性を考慮した部位36箇所、合計89箇所を耐食性に優れたステンレス鋼または低合金鋼の配管に取

り替えます。

【系統別概要図】

広
域
避
難
先
の
大
野
市
職
員
が
美
浜
原
子
力
発
電
所
等
を
見
学

　

町
で
は
、
万
が
一
の
原
子
力
災

害
発
生
に
よ
る
避
難
指
示
が
出
た

場
合
に
備
え
、
広
域
避
難
計
画
を

策
定
し
、
地
区
ご
と
の
避
難
施
設

や
避
難
方
法
等
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
避
難
施
設
を
確
実
に
確

保
で
き
る
よ
う｢

大
野
市｣

と

｢

お
お
い
町｣

を
指
定
し
て
お
り
、

有
事
の
際
に
備
え
て
い
ま
す
。

11
月
2
日
に
、
こ
の
避
難
先
の

1
つ
で
あ
る
大
野
市
職
員
を
対
象

に
、
原
子
力
災
害
時
の
広
域
避
難

や
原
子
力
発
電
所
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
研

修
と
見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
同
市
の
防
災
担
当

課
職
員
や
避
難
受
入
の
際
の

各
避
難
施
設
の
担
当
職
員
等

11
名
が
参
加
し
、
移
動
中
の
バ

ス
車
内
で
町
職
員
か
ら
広
域

避
難
計
画
の
概
要
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
原

子
力
災
害
時
の
広
域
避
難
等

に
関
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
、

原
子
力
災
害
時
に
お
け
る
対

応
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま

し
た
。

【凡例】

　

本
町
到
着
後
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

環
境
教
育
体
験
館
き
い
ぱ
す
で
、

町
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
の
取

り
組
み
や
日
常
生
活
に
お
け
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
美
浜
原
子
力
Ｐ
Ｒ
セ

ン
タ
ー
及
び
美
浜
発
電
所
で
発
電

所
の
概
要
や
安
全
対
策
工
事
等
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
原
子
力
発

電
の
必
要
性
や
安
全
対
策
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

今
後
も
大
野
市
と
の
連
携
・
協

力
を
は
じ
め
、
交
流
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

↑きいぱすでの説明

美 し 野
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〒 919-1192　美浜町郷市 25-25

 ☎　0770-32-1111( 代表 )

FAX　0770-32-1115( 代表 )

HP    https://www.town.fukui-

      mihama.lg.jp/

情報 BOX
Mihama Information 

美浜町役場

お
知
ら
せ

　

高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学
時
・
在
学

中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た
公
的

な
融
資
制
度
で
す
。
子
ど
も
１
人
に
つ

き
３
５
０
万
円
以
内
を
、
固
定
金
利(

年

2
・
25
％(

令
和
5
年
10
月
2
日
現
在))

で
利
用
で
き
、
在
学
期
間
内
は
利
息
の
み

の
返
済
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は｢

国
の
教
育
ロ
ー
ン｣

で
検

索
し
て
い
た
だ
く
か
、
左
記
の
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

｢

国
の
教
育
ロ
ー
ン｣

(

日
本
政
策
金
融
公
庫)

の
お
知
ら
せ

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
‐
０
０
８
６
５
６

���������(

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル)

ま
た
は

☎
03
‐
５
３
２
１
‐
８
６
５
６

問

令
和
5
年
分(

令
和
6
年
度)

所
得
税
の
確
定
申
告
に
つ
い
て

　

パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
利
用
し
て
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

｢

確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー｣

で
申

告
書
を
作
成
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●

所
得
税
の
確
定
申
告

税
務
署
や
町
役
場
で
行
う
所
得
税
と
住

民
税
の
申
告
会
場
は
、
例
年
、
大
変
混
雑

し
ま
す
。

　

申
告
期
間(

令
和
6
年
2
月
16
日
か
ら

3
月
15
日)

中
、
会
場
に
行
か
ず
に
申
告

す
る
方
法
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

の
申
告(

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ)

が
あ
り
ま
す
。

　

今
か
ら
電
子
送
信
や
郵
送
に
よ
る
申
告

等
を
ご
検
討
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

※
令
和
5
年
分
の
国

税
庁
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー

は
、
令
和
6
年
1

月
上
旬
公
開
予
定
で
す
。

　

〒
９
１
４
‐
８
５
４
０

　

敦
賀
駅
前
合
同
庁
舎
敦
賀
税
務
署

(

敦
賀
市
鉄
輪
町
1
‐
7
‐
3)

●

郵
送
に
よ
る
申
告

　
　

町
税
務
課(

担
当
・
大
同
︶

☎
32
‐
６
７
０
２

問

■国税庁ＨＰ
　確定申告書等
　作成コーナー

●｢
Ｉ
Ｄ･

パ
ス
ワ
ー
ド
方
式｣

に
よ
る

ｅ
︲
Ｔ
ａ
ｘ
で
の
申
告

　

敦
賀
税
務
署
で
本
人
確
認
を
行
っ
た
後
、

Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
発
行
し
ま
す
。

　

敦
賀
税
務
署
へ
電
話
予
約
の
う
え
、
運

転
免
許
証
等
の
本
人
確
認
書
類
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

(

敦
賀
税
務
署
代
表
☎
22
‐
１
０
１
０)

※
今
年
、
町
役
場
の
申
告
会
場
で
確
定
申
告
を
行
い

｢

利
用
者
識
別
番
号
等
の
通
知｣

を
お
持
ち
の
方

は
、
併
せ
て
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

■ ID･パスワード
方式について

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
ま

た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
対
応
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が

必
要
で
す
。

●｢

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方
式｣

に
よ
る

ｅ
︲
Ｔ
ａ
ｘ
で
の
申
告

■ マイナンバー
　カード方式
　について

　
　

町
住
民
環
境
課(

担
当
・
八
木)

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
６
７
０
３

問 ●

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品(

後
発
医
薬

品)

は
、
最
初
に
作
ら
れ
た
薬(

先
発
医

薬
品
:
新
薬)

の
特
許
期
間
満
了
後
に
有

効
成
分
が
同
じ
で
、
用
法
や
効
能
・
効
果

が
同
等
の
医
薬
品
と
申
請
さ
れ
、
厚
生
労

働
省
の
認
可
の
も
と
で
製
造
・
販
売
さ
れ

た
新
薬
よ
り
安
価
な
薬
で
す
。

　

積
極
的
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
制
度
に
つ
い
て

●

リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
と
は

　

リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
と
は
、
症
状
が
安
定

し
て
い
る
患
者
に
対
し
て
医
師
が
認
め
た

場
合
、
最
大
3
回
ま
で
医
療
機
関
を
受
診

せ
ず
に
繰
り
返
し
処
方
箋
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
の
場
合
、
2
回
目
・

3
回
目
の
調
剤
時
に
は
医
療
機
関
へ
の
受

診
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

●

リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
の
注
意
点

・
投
薬
量
に
制
限
の
あ
る
医
薬
品(

向
精

神
薬
等)

や
湿
布
薬
等
、
一
部
の
薬
は

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

・
基
本
は
同
一
の
薬
局
で
調
剤
し
て
も
ら

う
こ
と
が
推
奨
さ
れ
ま
す
。

●

1
人
1
冊
お
薬
手
帳

　

お
薬
手
帳
は
、
処
方
さ
れ
た
薬
の
詳
細

を
記
録
で
き
る
手
帳
で
す
。
薬
の
重
複
等

を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
お
薬
手
帳
は
１

人
1
冊
に
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

・
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
に
は｢

リ
フ
ィ
ル
可｣

欄
の
医
師
の
チ
ェ
ッ
ク
が
入
っ
て
い
な
け

れ
ば
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
の
発
行
に
は
、
医
師
の

判
断
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
リ
フ
ィ
ル
処

方
箋
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、
ま
ず
は
か

か
り
つ
け
の
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

町
住
民
環
境
課(

担
当
・
山
本)

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
６
７
０
３

問 年
末
年
始
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
停
止
に
つ
い
て

　

年
末
年
始
の
す
べ
て
の
証
明
書
の
コ
ン

ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
停
止
し
ま
す
。

●

停
止
期
間

12
月
29
日(

金)

～

　
　
　
　
　

令
和
6
年
1
月
3
日(

水)

年末年始のごみ収集 ･ 持ち込みについて

※お問い合わせ先 町住民環境課 ( 担当・志賀 ) ☎ 32-6703 ／敦賀市清掃センター　☎ 21-1153

収　　集 清掃センターへの持ち込み

備　考燃やせる
ごみ

ペット
ボトル

資源・埋立
小型・カン
スプレー

資源・埋立
ビン・水銀含有

古紙
古布 すべてのごみ

12月23日(土) × × × × × ○(午前8時30分～正午)

通常体制

24日(日) × × × × × ○(午前8時30分～正午)

25日(月) ○ ○ × × × ○

26日(火) ○ ○ × × × ○

27日(水) ○ × ○ × × ○

28日(木) ○ × ○ × × ○

29日(金) ○ × × × × ○(午前8時30分～午後3時)

変則体制

30日(土) × × × × × ○(午前8時30分～午後3時)

31日(日) × × × × × ×

  1月1日(月) × × × × × ×

2日(火) × × × × × ×

3日(水) × × × ×(1月5日(金)に振替収集) × ×

4日(木) ○ × × ○ ○ ○ 通常体制

●敦賀市清掃センターへの持ち込みについて
【受入可能日時】平日　午前8時30分～午後4時30分

　　　　　　　土日祝日　午前8時30分～正午

【休業日】第3日曜日、5月3日～5日、12月31日～1月3日(12月29日と30日の受入は午前8時30分～午後3時)
※ 年末の清掃センターは大変混雑します。混雑待ち等を避けるため、年末の片付けやごみの搬入は、早めに行いましょう。

12月18日(月)～1月5日(金)
＝年末年始の混雑予想日＝

※｢〇｣の日にごみを出せるのは、その日が収集日となっている集落のみです。すべての集落がごみを出せるという意味ではありません。

美浜町自主防災組織強化事業補助金を新設しました

※お問い合わせ先 町エネルギー政策課 ( 担当・三田 ) ☎ 32-6716

　町では、地域の防災力の向上と充実を図り、地域住民が安全で安心して暮らせる災害
に強いまちづくりを目指し、美浜町自主防災組織強化事業補助金を新設しました。
　この補助金は、自主防災組織を対象として、防災資機材を保管する防災倉庫や非常用
発電機等の購入に対して補助するもので、自主防災組織の資金面での負担を軽減できます。
　自主防災組織が未設立の区・自治会は、この補助金をご活用いただくためにも、自
主防災組織の設立をご検討ください。

■補助対象経費
次の①から順に対象とする。

【防災倉庫を未整備の自主防災組織】
　①防災倉庫

②非常用発電機及び救助用レスキューツールセット

■その他
詳細は、町ホームページをご覧いた
だくか、お問い合わせください。

■補助額
補助対象経費の 10 分の 10( 全額 )
※ 上限額は 100 万円。ただし、行政区の人口が 200 人以上で、

10 ㎡以上の防災倉庫を整備する場合は 150 万円。

　③防災用資機材
　④その他町長が必要と認めるもの

【防災倉庫を整備済みの自主防災組織】
①非常用発電機及び救助用レスキューツールセット

　②防災用資機材
　③その他町長が必要と認めるもの

↑詳細はこちら

■補助対象者
防災訓練や防災に関する研修会等の活動を
継続して取り組む自主防災組織
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● 

免
許
の
種
類　

● 

対
象
者

免許の種類 使用できる猟具の種類

網猟免許
むそう網、はり網
つき網、なげ網

わな猟免許
くくりわな、はこわな
はこおとし、囲いわな

第一種
銃猟免許

ライフル銃、散弾銃
空気銃(圧縮ガス銃を含む)

第二種
銃猟免許

空気銃(圧縮ガス銃を含む)

　

①�

県
内
に
住
所
を
有
す
る
満
18
歳
以
上

(

※)

の
方
で
、
新
た
に
網
猟
免
許

ま
た
は
、
わ
な
猟
免
許
を
取
得
し
よ

う
と
す
る
方

　

③�

現
に
取
得
し
て
い
る
狩
猟
免
許
と

異
な
る
種
類
の
免
許
を
取
得
し
よ

う
と
す
る
方

　

②�

県
内
に
住
所
を
有
す
る
満
20
歳
以
上

(

※)

の
方
で
、
新
た
に
第
一
種
銃
猟

免
許
ま
た
は
、
第
二
種
銃
猟
免
許
を

取
得
し
よ
う
と
す
る
方

　

�

※
試
験
日
現
在
の
年
齢

狩
猟
免
許
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す

● 

試
験
内
容

試験日 2月18日(日)

試験
時間

午前9時30分～
午後4時30分

試験
会場

福井県立大学
永平寺キャンパス

申込
期間

11月20日(月)～
令和6年1月19日(金)

● 
試
験
日
時･

会
場･

申
込
期
間

　

適
性
試
験
、
知
識
試
験
、
技
能
試
験

● 

そ
の
他

　

試
験
実
施
要
領
及
び
申
請
書
は
、
嶺
南

振
興
局
二
州
農
林
部
林
業
水
産
課
ま
た
は

(

一
社)

福
井
県
猟
友
会
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

嶺
南
振
興
局
二
州
農
林
部
林
業
水
産
課

☎
22
‐
０
２
９
１

　
　

町
産
業
政
策
課(

担
当･

浜
野)

☎
32
‐
６
７
０
６

問
　

町
で
は
、
子
育
て
世
帯
に
対
し
１
万
円

分
の｢

美
浜
っ
子
子
育
て
応
援
券｣

を
発

行
し
て
い
ま
す
。

　

8
月
に
対
象
の
世
帯
へ
発
送
し
た
応
援

券
の
使
用
期
限
は
、12
月
31
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

応
援
券
を
お
持
ち
の
方
は
期
限
内
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

美
浜
っ
子
子
育
て
応
援
券
に
つ
い
て

　
　

町
こ
ど
も
未
来
課(

担
当
・
本
間)

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
６
７
１
３

問

旧音声告知受信端末機回収業者のお知らせ ( 無償 )

※お問い合わせ先　
町エネルギー政策課 ( 担当・橋本 )
美方ケーブルネットワーク㈱

☎ 32-6716
☎ 32-3400

地区 担当業者

早瀬、笹田、松原、久々子、矢筈 ㈲野原電化
住所：久々子21‐4‐1　　         ☎32‐0226

麻生、中寺、宮代、安江、五十谷、寄戸、新庄
野口、佐野、上野、雲谷、南市、栄、小倉

㈱大塩電気
住所：敦賀市若葉町2丁目722‐1 ☎21‐2017

気山、大薮、郷市、河原市、和田、木野、佐柿 ㈱高木新光堂
住所：河原市9‐16‐1　　         ☎32‐0003

日向、金山、久保 てんとう館
住所：佐田40‐12‐1　　          ☎37‐2080

興道寺 報明電気工事店
住所：興道寺13‐26‐1　          ☎32‐1174

【各地区の回収業者一覧】

※上記の回収業者から連絡がない場合は、お手数ですが下記のお問い合わせ先までご連絡ください。

↑今回、回収する旧音声告知受信
　端末機

　旧音声告知受信端末機の一斉回収について、各地区の回収業者が決まりまし

たのでお知らせします。

　令和 6 年 3 月までに各地区の回収業者が順次回収作業を行います。各業者

より日程調整の連絡がありますので、連絡があるまでしばらくお待ちください。

　なお、撤去の範囲等の詳細は広報みはま 10 月号をご確認ください。

　また、下記業者以外からの不審な連絡や訪問には、十分ご注意ください。

　

固
定
資
産
税
は
、
土
地･

家
屋
の
ほ
か

に
償
却
資
産(

事
業
用
と
し
て
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
機
械
や
器
具
、
備
品
等)

が
課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
毎
年
1
月
1

日
現
在
に
所
有
し
て
い
る
償
却
資
産
に
つ

い
て
、
そ
の
年
の
1
月
31
日
ま
で
に
町
税

務
課
へ
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税(

償
却
資
産)

の

申
告
を
お
願
い
し
ま
す

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

　
　

町
税
務
課(

担
当
・
和
多
田)

☎
32
‐
６
７
０
２

問
　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
、
翌
年
度
か

ら
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
な
く
な
り
ま

す
。
担
当
者
が
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
の

で
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

令
和
6
年
1
月
1
日
時
点
で
存
在
し
て

い
る
家
屋
に
つ
い
て
は
、
令
和
6
年
度

分
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
　

町
税
務
課(

担
当
・
青
池)

☎
32
‐
６
７
０
２

問12
月
1
日
か
ら
7
日
は

雪
に
備
え
る
週
間
で
す

　

冬
の
備
え
は
大
丈
夫
で
す
か
。
冬
を
迎

え
る
に
あ
た
っ
て
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
に
つ

い
て
、
み
ん
な
で
話
し
合
い
、
協
力
し
て

雪
対
策
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　
　

町
土
木
建
築
課(

担
当
・
今
村)

☎
32
‐
６
７
０
７

問

　

人
権
週
間
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
の

中
で
、他
人
の
人
権
を
侵
し
て
い
な
い
か
、

ま
た
、
自
分
の
人
権
が
侵
さ
れ
て
い
な
い

か
を
改
め
て
考
え
る
期
間
で
す
。

　

身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
を
考
え
、
思
い

や
り
の
心
を
育
て
、
差
別
意
識
の
解
消
と

暴
力
の
な
い
社
会
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

 

啓
発
活
動
重
点
目
標

　

 

期
間
中
の
取
り
組
み

｢

誰
か｣

の
こ
と 

じ
ゃ
な
い
。

②
町
内
に
お
け
る
街
頭
啓
発
活
動

12
月
4
日(

月)

午
前
8
時
40
分
～

● 

日　

時

● 

内　

容

　

人
権
擁
護
委
員
や
人
権
尊
重
啓
発
協

議
会
員
が
3
班
に
分
か
れ
、
町
内
の
商

店
や
事
業
所
等
を
訪
れ
て
啓
発
活
動
を

行
い
ま
す
。

①
特
設
・
常
設
人
権
相
談
所

● 

日
時･

会
場

･

　

12
月
5
日(

火)

午
後
1
時
～
3
時

　

は
あ
と
ぴ
あ

･�

12
月
7
日(

木)

午
前
9
時
～
午
後
4
時

　

福
井
地
方
法
務
局�

敦
賀
支
局

(

敦
賀
市
松
栄
町
7
‐
28)

● 

相
談
料

無
料

③ 

人
権
の
つ
ど
い
２
０
２
３(

美
浜
町
人
権

尊
重
啓
発
協
議
会
主
催)

を
開
催

12
月
9
日(

土)

● 

日　

時

● 

会　

場

な
び
あ
す

● 

そ
の
他

　

会
場
で
は
、
12
月
6
日
か
ら
12
日
に
か

け
て
、
人
権
作
品
や
共
同
制
作
作
品
等
の

展
示
も
行
い
ま
す
。

12
月
4
日
か
ら
10
日
は

｢

人
権
週
間｣

で
す

● 

内　

容

▼
午
前
10
時
～　

人
権
作
品
表
彰
式

▼
午
後
2
時
～

　

 

米
良
美
一
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト　

　
　

町
住
民
環
境
課(

担
当
・
馬
野)

☎
32
‐
６
７
０
３

　
　

町
生
涯
学
習
推
進
課(

担
当･

加
藤)

☎
32
‐
１
２
１
２

問
　

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
日
本
人
拉
致
は
、

重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。

　

拉
致
問
題
は
、
我
が
国
の
喫
緊
の
国
民

的
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
を
始
め
と
す
る
北

朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対

処
が
、
国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ

き
課
題
で
あ
り
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の

関
心
と
認
識
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

令
和
5
年
度｢
北
朝
鮮
人
権
侵
害

問
題
啓
発
週
間｣

の
お
知
ら
せ

12
月
10
日(

日)

～
16
日(

土)

● 

啓
発
週
間

　
　

福
井
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
７
７
６
‐
22
‐
４
２
１
０

問

　

9
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
の
間｢

多
重

債
務
相
談
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
２
３｣

と
し
て
、
多
重
債
務
問
題
に
つ
い
て
相
談

体
制
の
強
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

｢

消
費
者
ロ
ー
ン
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
等
の
返

済
で
悩
ん
で
い
る｣｢

返
済
を
考
え
る
と
眠

れ
な
い｣

等
、
多
重
債
務
に
関
す
る
お
悩

み
を
抱
え
て
い
る
方
は
、
国
の
無
料
相
談

窓
口
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

多
重
債
務
相
談
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

２
０
２
３
を
実
施
し
て
い
ま
す

　
　

北
陸
財
務
局

　
　
　

☎
０
７
６
‐
２
９
２
‐
７
８
６
０

問
　

こ
れ
は
、
令
和
5
年
度
児
童
虐
待
防
止

の
標
語
で
す
。

　

児
童
虐
待
は
、
ど
の
家
庭
で
も
起
こ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

虐
待
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
ら
、
た

め
ら
わ
ず
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
連
絡
し

た
人
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

あ
な
た
し
か

気
づ
い
て
な
い
か
も 

そ
の
サ
イ
ン

　
　

町
子
ど
も
・
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

　
　

セ
ン
タ
ー(

担
当
・
山
口
／
軍
場)

　
　
　
　

☎
32
‐
０
１
９
２

　
　

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　

☎
１
８
９

　
　

福
井
県
児
童
相
談
24
時
間
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　

☎
０
７
７
６
‐
24
‐
３
６
５
４

問
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●

会　

場

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

(

保
健
所)

　
　

県
二
州
健
康

　
　
　
　

福
祉
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
課

☎
22
‐
３
７
４
７

問

教
室･

講
座･

説
明
会
等

●

定　

員

10
名
程
度

●

費　

用

無
料(

匿
名
で
受
け
ら
れ
ま
す)

●

そ
の
他

検
査
結
果
は
採
血
か
ら

約
1
時
間
後
に
分
か
り
ま
す
。

●

予　

約

予
約
制
で
す
。
事
前
に
お
電

話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

イ
ベ
ン
ト･

行
事

令
和
5
年
度
み
は
ま
歴
文
講
座

を
開
催
し
ま
す

○
第
4
回　

美
浜
に
行
き
交
う
北
前
船

12
月
3
日(

日)

午
後
1
時
～
4
時

●

日　

時

早
瀬
観
光
セ
ン
タ
ー

●

集
合
・
解
散河

原
典
史
氏

(

立
命
館
大
学
教
授)

●

講　

師

　

美
浜
町
と
北
前
船
の
歴
史
を
聴
講
し
た

後
、早
瀬
の
集
落
内
を
歩
い
て
見
学
し
ま
す
。

●

内　

容
町
歴
史
文
化
館(

担
当･

北
澤)

☎
32
‐
０
０
２
７

問

50
名

●

定　

員

Ｃ
Ｉ
Ｒ
と
英
語
で
あ
そ
ぼ
！

~
ク
リ
ス
マ
ス
~

12
月
16
日(

土)

午
後
2
時
～
2
時
45
分

●

日　

時

県
国
際
交
流
嶺
南
セ
ン
タ
ー

(

敦
賀
市
神
楽
町
2
丁
目
2
‐
4)

●

場　

所

T
revo

r�B
o
gn
a�

氏

(

県
国
際
交
流
員)

●

講　

師

英
語
の
歌
、
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
、
ゲ
ー
ム
等

●

内　

容
県
国
際
交
流
嶺
南
セ
ン
タ
ー

☎
21
‐
３
４
４
５

問

無
料

●

費　

用

　

ア
メ
リ
カ
出
身
の
ト
レ
バ
ー
さ
ん
と
英

語
で
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

県
内
在
住
の
未
就
学
児
と

そ
の
保
護
者

●

対　

象

8
組(

要
申
込
・
先
着
順)

●

定　

員

美
浜
町
子
ど
も･

子
育
て

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
催
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

12
月
14
日(

木)

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●

日　

時

●

対　

象

町
内
の
在
宅
児
親
子(

30
組)

●

申　

込

11
月
27
日(

月)

～

　
　
　
　

12
月
8
日(

金)

●

内　

容

　

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
聞
い
た
り
、
サ

ン
タ
さ
ん
と
遊
ん
だ
り
し
て
、
ク
リ
ス
マ

ス
の
雰
囲
気
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●

場　

所

は
あ
と
ぴ
あ

○
さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
ろ
ば

｢

み
ん
な
で
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス｣

町
子
ど
も･

子
育
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー(

担
当
・
山
田)

☎
32
‐
０
１
９
２

問 ●

講　

師

笠
原
恵
氏

(

福
井
県
こ
ど
も
療
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

言
語
聴
覚
士)

12
月
22
日(

金)

午
前
10
時
30
分
～
11
時
15
分

●

日　

時

●

対　

象

町
内
の
在
宅
児
親
子(

10
組)

●

申　

込

12
月
4
日(

月)

～

　
　
　
　

12
月
15
日(

金)

●

内　

容

　

こ
と
ば
の
発
達
に
つ
い
て
お
話
を
お
聞
き

し
ま
す
。気
に
な
る
こ
と
は
質
問
で
き
ま
す
。

●

場　

所

は
あ
と
ぴ
あ

○
育
児
講
座

｢

こ
と
ば
の
発
達
を
促
す
か
か
わ
り
方｣

◆
サ
ン
タ
の

　
　
　

和
風
ク
リ
ス
マ
ス
ラ
ン
チ
づ
く
り

　

パ
リ
パ
リ
皮
付
き
の
照
り
焼
き
チ
キ
ン

と
麦
飯
の
和
風
ラ
ン
チ
を
作
り
ま
す
。

　

イ
チ
ゴ
の
サ
ン
タ
と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の

ツ
リ
ー
を
添
え
た
美
味
し
く
て
か
わ
い
い

ラ
ン
チ
で
す
。12

月
3
日(

日)

・
10
日(

日)

午
前
10
時
～
正
午

●

日　

時

●

費　

用

８
０
０
円(

１
人)

●

申　

込

予
約
が
必
要
で
す
。

●

定　

員

各
日
8
組(

最
大
32
名)

※
個
人
・
家
族
・
グ
ル
ー
プ
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

園
芸
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
丘
の
催
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
卓
上
フ
ラ
ワ
ー
門
松
づ
く
り

　

お
正
月
の
縁
起
物
を
自
分
好
み
に
ア
レ

ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
。

　

玄
関
の
扉
を
開
け
れ
ば
、
新
春
の
風
が

吹
き
ま
す
。
永
久
保
存
で
き
ま
す
よ
。

12
月
16
日(

土)

・
17
日(

日)

午
前
10
時
～
11
時
30
分

●

日　

時

●

費　

用

１
,
３
０
０
円

●

申　

込

予
約
が
必
要
で
す
。

●

定　

員

各
日
8
名

◆
さ
よ
な
ら
巨
木
ト
マ
ト
２
０
２
３

　

展
示
ハ
ウ
ス
で
栽
培
し
て
い
る
ラ
ボ
の

象
徴
の
巨
木
ト
マ
ト
。
た
く
さ
ん
の
方
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
い
よ
い

よ
今
年
最
後
の
収
穫
日
を
迎
え
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

12
月
3
日(

日)

午
前
10
時
～
11
時
30
分

●

日　

時

●

費　

用

３
０
０
円

●

申　

込

予
約
は
不
要
で
す
。

●

定　

員

な
く
な
り
次
第
終
了

問
　
　

福
井
県
園
芸
体
験
施
設

　
　
　
　
　
　
　

(

園
芸
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
丘)

☎
47
‐
６
１
６
２

他
に
も
収
穫
体
験
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
予
約
が
必
要
と
な
る
体
験
メ

ニ
ュ
ー
は
、
開
催
日
の
1
週
間
前
ま
で
に
、

Ｆ
Ａ
Ｘ(

47
‐
６
１
６
３)

ま
た
は
メ
ー
ル

(en
gei-ken

@
p
ref.fu

ku
i.lg.jp

)

で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集･

申
請
等

福
井
県
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

募
集
の
お
知
ら
せ

　

県
で
は
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
の
声
を
施

策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
消
費
生
活
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
普
段
暮
ら
し

て
い
て｢

こ
の
広
告
お
か
し
い
な｣｢

こ

の
商
品
危
な
い
な｣

と
い
う
思
い
を
抱
い

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

あ
な
た
の
声
で
暮
ら
し
を
も
っ
と
快
適

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
興
味
を
持
た
れ

た
方
は
、
お
気
軽
に
町
住
民
環
境
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

町
住
民
環
境
課(

担
当
・
浜
野)

☎
32
‐
６
７
０
３

問 ●

募
集
期
限

令
和
6
年
1
月
5
日
ま
で

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

◆｢

平
日
夜
間
の
エ
イ
ズ
相
談･

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査｣

12
月
1
日(

金)

午
後
3
時
～
7
時

●

日　

時

12
月
1
日
の｢

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー｣

の

取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
平
日
夜
間
の

エ
イ
ズ
相
談
・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
を
実
施

し
ま
す
。

きりとり線

コ
ラ
ボ
ほ
し
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す

美
浜
駅
前
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

☎
32
‐
０
２
３
９

問
　

美
浜
駅
前
の
活
性
化
を
目
的
に
、
町
内

の
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
が｢

コ
ラ
ボ
ほ

し
ま
つ
り｣

を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

12
月
2
日(

土)

午
前
10
時
～
午
後
2
時

●

日　

時

Ｊ
Ｒ
美
浜
駅
・
道
の
駅
若
狭

美
浜
は
ま
び
よ
り

●

場　

所

も
の
忘
れ
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

12
月
22
日(

金)

午
後
2
時
～
3
時

●

日　

時

●

会　

場

町
役
場
１
０
１
会
議
室

●

対　

象

　

町
内
在
住
で
、
物
忘
れ
や
認
知
症
に
つ

い
て
不
安
の
あ
る
人
ま
た
は
そ
の
家
族

●

定　

員

2
名(

要
事
前
申
し
込
み)

●

費　

用

無
料

町
健
康
福
祉
課(

担
当･

山
本
佳
代
子)

☎
32
‐
６
７
０
４

問 ●

申　

込

12
月
15
日(

金)

ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。



文

芸

欄

ふるさと昔
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(140)

　

北
前
船
と
い
え
ば
、
敦
賀
や
三
国
等

を
連
想
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

本
町
に
も
北
前
船
主
た
ち
が
い
た
こ
と

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

有
名
な
と
こ
ろ
で
は
、
久
々
子
の

川か
わ
と
じ
ん
だ
い

渡
甚
太
夫
。
文
化
4
年(

１
８
０
７)

に
生
ま
れ
、
北
海
道
か
ら
大
阪
ま
で
北

前
船
で
商
品
の
売
買
を
行
い｢

川
渡
甚

太
夫
一
代
記｣

や｢

海
上
日
記｣

を
書
き

遺
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
記
録
は
書
籍
化
さ
れ
、
町

立
図
書
館
で
も
読
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
司
馬
遼
太
郎
も
、
北
前
船
頭
・
高

田
屋
嘉
兵
衛
の
生
涯
を
描
い
た｢

菜
の

花
の
沖｣

の
あ
と
が
き
で｢

川
渡
甚
太
夫

の
生
涯
は
、
・
・
・
一
種
の
冒
険
者
の

生
涯
で
あ
る
。
・
・
・｣

と
数
ペ
ー
ジ

に
わ
た
っ
て
記
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
川
渡
甚
太
夫
は
、
プ
ロ
野
球
で

活
躍
さ
れ
た
川
藤
幸
三
氏
の
ご
先
祖
で

も
あ
り
ま
す
。
久
々
子
で
は
、
現
在
の

中
西
製
菓
さ
ん
の
ご
先
祖
も
明
治
年
間

に
北
前
船
頭
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
写
真

の
よ
う
な
絵
馬
が
残
っ
て
い
ま
す
。
中

西
家
で
は｢

宇
波
西
丸｣

と
名
付
け
た
船

を
何
度
か
造
り
替
え
て
お
り
、
絵
馬
に

は
和
船
、
和
洋
折
衷
の｢

合
の
子
船｣

、

洋
船
の
3
隻
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
早
瀬
に
は
多
く
の
北
前
船
主

が
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
島

根
県
浜
田
市
の
廻
船
問
屋
の
客
船
帳
に

は
、
江
戸
後
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
の

１
５
０
年
ほ
ど
の
間
に
30
隻
超
の
早
瀬

の
船
が
、
計
60
回
以
上
出
入
り
し
て
い

た
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　

早
瀬
の
千
歯
扱
き
製
造
を
始
め
た
寺

川
庄
兵
衛
も
、
当
初
は
鳥
取
等
か
ら
仕

入
れ
た
千
歯
扱
き
を
販
売
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
船
便
で
島
根
や
鳥
取
の

鉄
を
買
い
入
れ
、
質
の
良
い
千
歯
扱
き

を
製
造
し
、
全
国
で
も
有
数
の
産
地
と

な
り
ま
し
た
。
新
潟
・
出
雲
崎
の
廻
船

問
屋
の
記
録
に
は
、
積
み
荷
と
し
て
千

歯
扱
き
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
前
船
や
千
歯
扱
き
等
の
商
人
層
が

多
く
料
亭
等
も
立
ち
並
ん
だ
早
瀬
に

は
、
子
供
歌
舞
伎
や
豪
華
な
曳
山
・
御

輿
、
町
並
み
等
に
当
時
の
風
情
が
残
っ

て
い
ま
す
。

12
月
3
日
に
は
、
早
瀬
観
光
セ
ン

タ
ー
で｢

第
4
回
み
は
ま
歴
文
講
座

美
浜
に
行
き
交
う
北
前
船｣

と
し
て
、

立
命
館
大
学
教
授
の
河
原
典
史
先
生

に
ご
講
演
い
た
だ
き
、
区
内
の
散
策

も
行
う
予
定
で
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
坂
尻
や
菅
浜
、
丹
生
等
に
も

北
前
船
の
幟
旗
や
船
絵
馬
、
千
石
船
の

伝
承
等
が
あ
り
ま
す
。｢

ハ
イ
ヤ
節｣

等

の
民
謡
も
、
北
前
船
に
よ
っ
て
全
国
に

伝
わ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
町
内

に
は
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
北
前
船
の

足
跡
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

町
で
は
、
文
化
庁
が
選
定
す
る
日
本

遺
産｢

荒
波
を
越
え

た
男
た
ち
の
夢
が
描

い
た
異
空
間
～
北
前

船
寄
港
地
・
船
主
集

落
～｣

へ
の
登
録
を

目
指
し
、
資
料
等
も

収
集
中
で
す
。
何
か

資
料
や
情
報
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
町

歴
史
文
化
館(

☎
32
‐

０
０
２
７)

へ
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

(

美
浜
町
歴
史
文
化
館)

俳
　
句

水
無
月
俳
句
会

高
木
　
キ
ヨ
子
（
新
　
庄
）

高
木
　
キ
ヨ
子
（
新
　
庄
）

山
田
　
世
志
男
（
佐
　
柿
）

山
田
　
世
志
男
（
佐
　
柿
）

政
岡
　
弘
子
（
久
々
子
）

楠
　
充
代
（
佐
　
田)

楠
　
充
代
（
佐
　
田
）

栗
飯
に
笑
顔
の
孫
ら
と
夕
餉
か
な

　
　
　
　
　

蔦
紅
葉
風
に
舞
ひ
落
ち
舞
ひ
散
り
ぬ

北
窓
を
閉
ざ
し
て
よ
り
の
子
の
寝
息
　
　
　
　

紅
葉
山
映
し
て
沼
の
き
ら
め
け
る

ぎ
ん
な
ん
を
拾
ふ
人
あ
り
宮
の
杜

　
　
　
　
　

駅
裏
の
老
舗
で
啜
る
き
の
こ
蕎
麦

こ
ま
ご
ま
と
暦
に
し
る
し
冬
支
度

↑宇波西丸 船絵馬(久々子 中西家所蔵)

美浜に残る
北前船の歴史

シ
リ
ー
ズ
137

環
境

美
浜
の

environment

シ
リ
ー
ズ
159　本来食べられるのに、捨てられてしまう食べ物のことを ｢ 食品ロス ｣ といい

ます。日本では、1 年間に約 621 万トン (2014 年度推計値 ) もの食べ物が

捨てられていて、これは 1 人当たりお茶碗 1 杯分のごはんの量が毎日捨てら

れている計算になります。

　特に外食時には、多くの食品ロスが発生しています。忘年会・新年会シーズ

ンの食品ロスを減らすため、次の取り組みを実践しましょう。

年末年始は
おいしく残さず食べ切ろう！

　3010 運動とは、宴会の時等の食品ロスを減ら

すためのキャンペーンで ｢ 乾杯からの 30 分間と

お開き前の 10 分間は自分の席で料理を楽しみ、

食べ残しを減らそう ｣ という運動です。

　幹事をされる方や飲食店等で ｢ 下記の POP｣

を使って、宴会参加者やお客さんへの呼びかけに

ご協力をお願いします。

◎ 3
さんまるいちまる

0 1 0 運動

※お問い合わせ先
　町住民環境課 ( 担当・志賀 )
　☎ 32‐6703

　下記の POP を ｢ きりとり線 ｣ で切り取ってご使用くだ

さい。( 使用方法等は裏面をご覧ください。)

　また、裏面には POP 等を無料でダウンロードできる二

次元コードがあります。ダウンロードしてご使用ください。

きりとり線
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放 送 局

こやす か

健康 ･ 福祉 ･ 子育てに関する健康 ･ 福祉 ･ 子育てに関する
情報をお知らせします。情報をお知らせします。

※お問い合わせ先
　町健康福祉課(担当･福井)  
　☎32‐6704

※ お問い合わせ先　町健康福祉課(担当･津原)　☎32-6704

※ お問い合わせ先　町子ども・子育てサポートセンター(担当･軍場)　☎32‐0192

12月3日から9日は障害者週間です
　障害者週間は、障がいのある人たちの社会参加を推進し、理解と認

識を深めるための週間です。

　障がいのある人は、生活のさまざまな場面で不自由を感じることが

あります。周囲が理解し配慮することで、自立の幅が広がります。

　どのような配慮や支援が必要なのかを知り、｢誰もが心地よく安心

して暮らせるまち｣をつくりましょう。

事業者による合理的配慮の義務化について
　合理的配慮とは、障がいのある人

から｢社会の中にあるバリア(障壁)

を取り除くために何らかの対応が必

要｣との意思が伝えられたときに、

負担が重すぎない範囲で必要かつ合

理的な対応を行うことです。

　これまで、行政機関等は義務、事

↑詳細はこちら

子どもの人権を守りましょう

　12月4日から10日は、人権週間です。子

どもの命・権利・未来は社会全体で守らなけ

ればいけません。

　さて｢胎内記憶｣という言葉を耳にしたこと

はありますか。これは、子どもが母親のお腹

の中にいた時の記憶のことを指します。

　あるお子さんが｢あのね、ママが怒ったり

すると、ドクドクドク！ってすっごくうるさ

かったんだよ｣や｢パパとママが喧嘩したとき

お腹の中の僕がママを蹴ったら喧嘩が止まっ

た｣とお腹の中にいた時のことを話してくれ

ました。それを聞いたママは、確かに妊娠中

イライラしたり、言われた言葉に腹が立った

ことがあり、驚いたとのことでした。

　胎内記憶についての科学的根拠はありませ

んが、胎内記憶を語る子どもがいることは事

実のようです。

　目の前の子どもばかりではなく、お腹の中

の赤ちゃんまですべての子どもの健やかな成

長・発達が保障されなければいけません。更

に、子育ての不安や疑問に寄り添う姿勢が必

要です。

　子ども・子育てサポートセンターでは、妊

娠期からの子育て応援団として皆さんと一緒

に歩んでいきたいと思います。18歳までの

お子さんの相談に応じていますので、1人で

抱え込まずにお気軽にご相談ください。

子どもの人権を守りましょう

　12月4日から10日は、人権週間です。子

親子げんげん歩楽寿
町が取り組む

について
　毎年、小学 2・5 年生の児童やその保護者、中学 2 年生の生徒を

対象に健康教室を開催しています。この教室は、生活習慣病予防を重

点として、子どもの頃から正しい健康と食事の知識を身に付けること

や子どもから親へ健康意識を広げ、高めることを目的としています。

　今回は、小学5年生の児童を対象とした授業の内容をご紹介します。

小学 5 年生を対象とした健康教室

テーマ ｢ げんげん歩楽寿 ｣｢ 塩分 ｣

内　容
●げんげん運動を始めたきっかけ

● 1 日の適正な塩分量 (15 歳以上の男性は 7.5g 未満、女性は 6.5g 未満、小学 5 年生は 6g)

感　想
●カレーの塩分が高いのにびっくりしました。

●おじいちゃん、おばあちゃんにも減塩を伝えたい。

◎将来、高血圧にならないよう、今から減塩を心がけよう！

◎小中学校の給食も塩分を減らす工夫がされています！

↑ 小学校の給食は塩分量 2g で作られて
います。減塩食の良い見本になります。

健康教室では、
食品サンプルで
塩分量を確認

業者は努力義務とされていました

が、改正法により令和6年4月1日

から事業者も義務化されることとな

ります。

　詳細は、二次元コードからご確認

ください。

◎美浜の人に多い死亡原因は ?
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10/1～10/31受付分
(敬称略)慶弔慶弔

※ 氏名に旧字体や俗字等が含まれている場合は、常用漢字で

　掲載しております。

氏　名 住 所 年齢 届出人

津 原 千 里 佐 柿 54 津 原 久 子

鳥 羽 善 大 新 庄 92 鳥 羽 　 学

馬 野 敏 三 佐 野 70 馬 野 豊 子

杉 本 濱 子 金 山 69 杉 本 佳 徹

知 場 澄 子 日 向 95 知 場 義 一

髙 木 正 一 新 庄 76 髙 木 正 人

大　野　真理子 金 山 66 大 野 海 人

田 邉 　 肇 木 野 81 川　口　久美子

横 瀬 正 代 丹 生 90 横 瀬 博 史

◎おくやみ

◎ご誕生
氏　名 性別 父・母 住　所

上 村 紗
さ あ や

彩 女 弘晃・風佳 佐 柿

河 嶌 紡
つ む ぎ

麦 女 健人・佑果 久々子

人口の動き

令和5年11月1日現在※(　)は前月比

※ 町が公認登録する｢町外に住みながらも本町を
愛し、応援してくださる方｣のこと。

人口総数　　　　8,829人(－17)

男　　　　　　　4,335人(－  4)

女　　　　　　　4,494人(－13)

世帯数　　　　　3,618世帯(+  1)

出生　　　　　死亡

転入　　　　　　転出

みはま応援クルー(※)

マイナンバーカード交付率

  4人

14人

10人

25人

256人(± 0) 

88.1％

はじめてバースデー

12月に満1歳になる子どもたちを紹介します。

HAPPY BIRTH DAY ｢はじめてバースデー｣への

掲載案内は、誕生月の前々

月に送付しています。

ぜひ、ご応募ください。

絵
本
と
み
か
ん
が
大
好
き
。
お
姉
と
お
兄
と

遊
ぶ
の
は
も
っ
と
好
き
だ
よ
！

12.6 加
茂
永え

い
た大
く
ん(
久
々
子)

父･

亮
太
さ
ん

母･

オ
ー
ラ
さ
ん

12.29 仲
嶌
星せ

い
ら楽
ち
ゃ
ん(

興
道
寺)

父･

悠
汰
さ
ん

母･

美
海
さ
ん

1歳になったよ！
音がなるものが大好き！
高速ズリバイで寄ってくよ。

広報クイズ
　広報みはま12月号を読んで、①～④番の丸印をひらがな・

カタカナでうめてください。小さい｢っ｣や｢ゅ｣、｢・｣、｢が｣、

等も一文字とします。｢●｣の文字を①番から順に並べると、あ

る言葉になります。どんな言葉でしょう。

●応募方法
　はがきに答え、住所、氏名(広報を読んだ感想も大歓迎！)を書い
て、｢広報みはま広報クイズ｣係(〒919-1192美浜町郷市25-25)
まで送ってください。
メールで応募される方は、次のアドレスに送信してください。
【メールアドレス】
  kouhou-mihama@town.fukui-mihama.lg.jp
【二次元コード】

　締め切りは、12月8日(金)(消印有効)です。正解者
の中から抽選で5人の方に記念品をお送りします。
●11月号の答え　　りっとう
● 応募者総数は14人で13人が正解でした。当選の発表は、
記念品の発送をもってかえさせていただきます。

① 美浜っ子○○○○●○○○○○について

② 福井県消費生活モニター○○○○○●○○○

③令和5年度●○○○○○○講座を開催します

④ 東京美浜会が●○○○を開催

⑤○○○○● 気づいてないかも そのサイン

まちびとまちびと

お気に入りの一冊コンテスト
中学生部門で金賞を受賞した

＊金賞を受賞した今の気持ちを教えてください。
　52ヘルツのクジラたちはもともと有名な本ですが、私の紹介

文を見て、もっとたくさんの人に読んでほしいなと思います。

＊どんな思いでコンテストに応募しましたか。
　孤独を感じている人が、自分の世界だけではなく、もっと広

い世界を見たときに、自分を助けてくれる人がいることに気づ

いてほしいという思いで応募しました。

鈴木 楓
ふ う か

香　さん
(美浜中学校3年・日向)

す
べ
り
台
は
頭
か
ら
す
べ
る
派
で
す
。

ス
タ
イ
は
1
日
6
枚
使
い
ま
す
☆

12.19 森
本
一い

っ
せ
い晴
く
ん(

松
原)

父･

悠
太
さ
ん

母･

章
乃
さ
ん

お
兄
ち
ゃ
ん
と
遊
ぶ
の
が
大
好
き
！
食
べ

る
の
も
！
沢
山
食
べ
て
大
き
く
な
る
ぞ
！

12.7 藤
田
紗さ

え英
ち
ゃ
ん(

山
上)

父･

真
士
さ
ん

母･

恵
梨
さ
ん

浅妻 大
たい が

琥 くん
(山上)

お喋り大好き！
いっぱい遊んで大きくなるぞ！

父･大輝さん
母･莉央さん

12.26

【本の題名】
　　 52ヘルツのクジラたち
【紹介したい相手】
　　 孤独を感じる人へ
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■くらしのカレンダー■

年
末
年
始
の

ご
み
収
集･

受
け
入
れ
は
、

17
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●イベント ●健康診査・検診 ●子ども行事
●行事の予定は、11月 15日現在のものです。一部変更になる場合がありますので事前にご確認ください。
●　　　網かけの日は、役場はお休みです。 
●　　　は古紙回収日、後に続く（　）内は回収地区です。
●ごみの休日受入は、第3日曜日以外の土日祝日(5月3日～5日、12月31日～1月3日を除く)の午前8時30分～正午です。
●休日の当番医に関するお問い合わせ先　 町役場 ☎32-1111（代表）　美浜消防署 ☎32-1190

古紙

12 月の納税 [納期限 12/25（月）]※納付は口座振替が便利です。

町県民税 (3期 )、国民健康保険税 (6期 )

(東地区)古紙

(耳地区:河原市･南市･栄区を除く)古紙

(北･南地区)古紙

(河原市･南市･栄区)古紙

令和5年 12 月

15（金）
16（土）

14（木）
13（水）

12（火）

11（月）

10（日）

9（土）

8（金）

7（木）

6（水）

5（火）

4（月）

3（日）

1（金）

2（土）

27（水）

26（火）

25（月）

24（日）

23（土）

21（木）

22（金）

20（水）

19（火）

18（月）

17（日）

28（木）

30（土）

29（金）

31（日）

　

今
月
号
は
、
10
月
28
日
か
ら
11
月
12
日
に

行
わ
れ
た
美
浜
つ
な
が
る
フ
ェ
ス
タ
を
掲
載

し
ま
し
た
。

　

「
つ
な
が
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
期
間
中
は

4
つ
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

が
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
を
対
象
と
し
た
催
し
を

企
画
。
幅
広
い
世
代
が
に
ぎ
わ
い
ゾ
ー
ン
に

集
う
こ
と
で
、
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

取
材
を
通
し
て
感
じ
た
の
は
「
芸
術
が
好

き
な
人
」
「
食
に
興
味
が
あ
る
人
」
「
ゲ
ー

ム
が
好
き
な
人
」
等
、
人
そ
れ
ぞ
れ
趣
味
・

趣
向
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
そ
の
人
た
ち
が

同
じ
時
に
同
じ
場
所
に
集
う
こ
と
で
、
交
流

が
生
ま
れ
、
新
た
な
発
見
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

今
後
の
に
ぎ
わ
い
ゾ
ー
ン
で
行
わ
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
楽
し
み
だ
と
感
じ
る

2
週
間
で
し
た
。
（
宥
）

10:00～ミニさくらんぼ(南西郷公民館)

10:00～コラボほしまつり
　　　　　(美浜駅・道の駅若狭美浜はまびより)

  8:30～美浜町子ども会卓球大会(総合体育館)
  9:00～ハートフル朝市
　　　　　　　　(道の駅若狭美浜はまびより)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:00～特設人権相談(はあとぴあ)
13:30～｢こころの相談室｣※障がい者(児)相談
　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

13:30～育児学級(はあとぴあ)

10:00～人権作品表彰式(なびあす)
14:00～人権のつどい2023(なびあす)

  9:00～ハートフル朝市
　　　　　　　　(道の駅若狭美浜はまびより)

  9:30～保育園開放(せせらぎ保育園)
13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:00～司法書士法律相談(はあとぴあ)

  9:30～保育園開放(あおなみ保育園)

  9:00～ハートフル朝市

　　　　　　　　(道の駅若狭美浜はまびより)

  9:30～保育園開放(みずうみ保育園)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

13:30～｢こころの相談室｣※障がい者(児)相談

　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

13:30～離乳食講習会(はあとぴあ)

  9:00～ハートフル朝市

　　　　　　　　(道の駅若狭美浜はまびより)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

      

官公庁仕事納め

消防団･防犯隊特別警戒

美浜町防災アプリの
ダウンロードをお願いします

美浜町防災アプリでは、
防災情報や停電情報、お
くやみ等の生活に関わる
緊急情報等をお知らせし
ています。ぜひ、ダウン
ロードの上、ご利用くだ
さい。

ダウンロードは
こちら


